







































ら聞こえるのだった〔…〕」（FL., p. 30 / p. 28）。この行軍の途中、「〔…〕ふと
柏の木の並み木道の奥、窓に多色色ガラスのはまったあずまやに坐る父の姿が
浮かんだが、毎日午後になるとそこで仕事をする彼の父は〔…〕」（FL., p. 31 /
pp. 28-29）という形で、父親と過ごした日々に時制が移り変わる。またイグレ
ジアが戦前に見た競馬場の馬群の回想（FL., p. 141 / pp. 142-143）は、同じ叙述
































も透いて現れる全体性を表現することにあるわけである（Notes 1959-1961, p. 205）。
シモンは異なる時制に属する人物と出来事を「一息で」（Entretiens, p. 166 ;






































よび各出来事の関係を「並立」ではなく「入れ子」（Notes 1959-1961, p. 207）
の構造と主張している。そして、この観点から、時間（Notes 1959-1961, pp.









































































































































































































































相を、「時間 temps」と「空間 espace」ではなく、クローデルに倣い「時 heure」
と「場 lieu」（VI., p. 159）という用語で記述する。
メルロ＝ポンティの時間・空間論に固有の用語である「切れ端 lambeaux」
と「果肉 pulpe」は、シモンが『風』のなかで使用する表現である（« lambeaux » :
































はシモンの『風』に由来する（Le vent, p. 98 / p. 278）。講義において、「『世界
の肉』、それはわれわれが持つ身体の世界に対する隠喩ではない。逆に、われ
われの持つ身体が世界と同じ感性的な生地からできているとも言えるだろう」
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